



An Investigation about Students' Belief that they can Control


















































































































1 テスト勉強をしている時に「やる気」がしばしばなくなる 4.14 0.93 -1.30
2 やる気は自分でコントロールできない運のようなものである 2.73 1.13 0.31
3 やる気がある状態はたいてい集中力が高い状態である 4.36 0.99 -1.83
4 やる気がなければ能力があっても高いパフォーマンスを発揮できない 3.92 1.08 -0.94
5 やる気のない人に他人が働きかけてやる気を起こさせることは難しい 3.23 1.26 -0.14
6 自分にやる気があれば，もっと良い結果を手に入れられたと思うことがある 4.22 0.98 -0.15
7 必要ならばやる気をすぐに出すことができる 2.63 1.03 0.43
8 やる気を持って取り組んでいるときは集中力が高い状態である 4.48 0.81 -2.07
9 やる気のない人よりやる気のある人が好意的に評価される 4.31 0.96 -1.85
10 やる気のない仕事（課題）をしているときは集中力が欠けている 3.80 1.16 -0.80
11 自分は集中力がある方だ 2.85 1.00 0.02
12 集中力は何かのトレーニングによって向上させることができる 3.73 0.96 -0.75
13 集中しているときは集中できていない時よりも高いパフォーマンスを発揮する 4.26 1.04 -1.83
14 生まれつき集中力のある人とない人がいる 2.62 1.19 0.27
15 集中することは簡単だ 2.41 0.98 0.68
16 テストの成績が高い人はだいたい集中力のある人である 3.71 1.05 -0.47
17 物音や会話する声が聞こえる環境は集中して作業できない 2.94 1.23 0.25
18 子どもは大人よりも集中力がある 3.19 0.96 -0.03
19 集中していると通常30分かかる勉強は30分以下の時間でできる 3.73 1.20 -0.59
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